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○資料の活用 関・意 資料を収集して，表やグラフに整理して傾向を読み取ろうとする。 ○ ○
見・考 表やグラフを作り，傾向を考察することができる。 ○ ○
技　能 資料を収集して，表やグラフに整理することができる。 ○
知・理 資料を収集じて表やグラフに整理して傾向を読み取り方を理解している。 ○

☆言語活動 ○ ○
4 １．式の計算 関・意 項の数やかけられている文字の数(次数)によって，式を考察しようとする。 ○ ○

・ 単項式と多項式 見・考 文字の数(次数)によって，式を考察することができる。 ○ ○
表・処 多項式の項をいうことができ、単項式や多項式の次数を求めることができる。 ○

知・理 単項式，多項式の意味を理解している。項の意味を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ 多項式の計算 関・意 多項式どうしの加減や多項式と数との乗除の計算をしようとする。 ○ ○
見・考 同類項をまとめる計算方法を見いだすことができる。 ○ ○
表・処 多項式どうしの加減の計算、乗除の計算ができる。 ○

知・理 多項式どうしの加減の計算方法や、乗除の計算方法を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ 単項式の乗法と除法 関・意 単項式どうしの乗法，除法の計算方法を見いだそうとする。 ○ ○
見・考 文字を数と同じように見て，その方法を見いだすことができる。 ○ ○
表・処 単項式どうしの乗法，除法の計算ができる。 ○

知・理 乗法，除法や乗除の混じった計算の方法を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ 式の値 関・意 簡単に求める方法をくふうしようとする。 ○ ○
見・考 式の計算を利用することを通して，式の計算のよさを見いだすことができる。 ○ ○
表・処 式を簡単にしてから値を代入し，式の値を求めることができる。 ○

知・理 ２つ以上の文字をふくむ式について，式の値を求める方法を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ 基本の問題 1

・文字式の利用 関・意 整数のいろいろな性質を説明するのに，文字式を利用しようとする。 ○ ○

・ 式による説明 見・考 整数の性質や図形に関する問題について，文字式を用いて考察することができる。 ○ ○
表・処 整数の性質を文字を使った式で表すことができる。 ○

知・理 整数の性質や図形に関する問題を一般的に説明できることを理解している。 ○
☆言語活動 ○

5 ・ 等式の変形 関・意 目的に応じて等式を変形しようとする。 ○ ○
見・考 目的に応じて等式を変形し，事象を考察することができる。 ○ ○
表・処 等式を変形して，式をある文字について解くことができる。 ○

知・理 等式を変形する手順を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ 基本の問題 1

・章の問題 A　 1

２．連立方程式 関・意 数量の間の関係に関心をもち，方程式で表したり，解を求めたりしようとする。 ○ ○

・ 連立方程式とその解 見・考 ２元１次方程式を成り立たせる値について考察することができる。 ○ ○
表・処 ２種類の文字を使って２元１次方程式で表すことができる。 ○

知・理 連立方程式やその解の意味，連立方程式を解くことの意味を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ 連立方程式の解き方 関・意 連立方程式を解く方法を考えようとする。 ○ ○
見・考 具体例を通して気づき，一般的に考察することができる。 ○ ○
表・処 連立方程式を加減法や代入法を用いて解く手順を説明することができる。 ○

知・理 加減法や代入法を用いて連立方程式を解くときの手順を理解している。 ○
☆言語活動 ○

6 ・ いろいろな連立方程式 関・意 分数や小数をふくむ連立方程式の解き方に関心をもち解く方法を考えようとする。 ○ ○
見・考 分数や小数をふくむ連立方程式の解き方について，考えることができる。 ○ ○
表・処 かっこや，係数に分数や小数をふくむ連立方程式を解くことができる。 ○

知・理 かっこや，係数に分数や小数をふくむ連立方程式の解き方を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ 基本の問題 1

・連立方程式の利用 関・意 問題解決に，連立方程式を活用しようとする。 ○ ○
見・考

連立方程式をつくることができ，その答を求めることができる。 ○ ○
表・処 数量の間の関係を連立方程式に表すときの手順を説明することができる。 ○

知・理 連立方程式を使って文章題を解くときの手順を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ 基本の問題 1

・章の問題 A　 1

7 ３．１次関数 関・意 式に表したり，式の特徴について調べようとしたりする。 ○ ○

・ １次関数 見・考 １次関数と比例の関係や，１次関数と反比例のちがいを考察することができる。 ○ ○

・ １次関数の値の変化 表・処 １次関数となる具体的な事象について，数量の間の関係を式に表すことができる。 ○

知・理 １次関数の意味を理解している。 ○
☆言語活動 ○

2

表やグラフから，特徴や類推できることを説明することができる。

学
期

月 単元の目標

1

１次関数の意味を理解し，事象のなかから１次
関数を見いだし，式に表すことができる。

単元名

○２元１次方程式の意味を理解し，問題を２元
１次方程式で表すことができる。
○連立方程式の意味やその解，連立方程式を解
くことの意味を理解する。

○かっこ，小数係数，分数係数をもつ連立方程
式を解くことができる。

○単項式，多項式，項の意味を理解する。
○単項式と多項式の次数や１次式の意味を理解
する。

加減法や代入法を用いて連立方程式を解くこと
ができる。

整数の性質や図形に関する問題を，文字式を利
用して説明することができる。

単項式どうしの乗除や，乗法と除法の混じった
計算ができる。

式の計算を説明することができる。

式の計算を説明することができる。

3

証明の仕方を説明することができる。

方程式の解の意味を説明することができる。

解法の仕方を説明することができる。

式・項を説明することができる。

3

○同類項の意味を理解し，同類項をまとめるこ
とができる。
○多項式どうしの加減の計算ができる。
○多項式と数との乗除の計算ができる。

1

等式変形の仕方を説明することができる。

2

令和２年度　　数学科　 ２年生　シラバス

式の値を求めることができる。

関・意＝数学への関心・意欲・態度　見・考＝数学的な見方や考え方
技＝数学的な技能　　　　　　　　　知・理＝数量，図形などについて
の知識・理解

評価の方法
時
間

観点別学習状況の評価規準

2

3

2

○資料を収集して，表やグラフの作り方を理解
し，傾向を説明することができる。

解法の仕方を説明することができる。

2目的に応じて等式を変形することができる。

○数量の間の関係を連立方程式で表すことがで
きる。
○連立方程式を使って問題を解くときの手順を
理解し，連立方程式を利用して身近な問題を解
くことができる。

4

連立方程式の立式の仕方を説明することができる。

3

解法の仕方を説明することができる。

1次関数の意味を説明することができる。

3



・ １次関数のグラフ 関・意 １次関数のグラフに関心をもち，そのグラフをかいてみようとする。 ○ ○
見・考 １次関数のグラフと比例のグラフとを比較し，１次関数の特徴を考察することができる。○ ○

2 9 表・処 １次関数のグラフを点をプロットしてかき，関係を調べることができる。 ○

知・理 １次関数のグラフの特徴を理解している。 ○
☆言語活動 ○
・１次関数を求めること 関・意 式が決定するための条件を考えたり，式を求めたりしようとしている。 ○ ○

見・考 計算による求め方とグラフを使った求め方を関連づけて考えることができる。 ○ ○
表・処 あたえられた条件をみたす１次関数を求めることができる。 ○

知・理 あたえられた条件をみたす１次関数の求め方の手順を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ 基本の問題 1

・１次関数と方程式 関・意 ２元１次方程式のグラフがどのようになるかを調べてみようとする。 ○ ○

・ ２元１次方程式のグラフ 見・考 ２元１次方程式を２つの変数の関数関係ととらえることができる。 ○ ○
表・処 y＝ax＋bの形になおして，傾きと切片をもとにしてそのグラフをかくことができる。 ○

知・理 ２元１次方程式のグラフの意味や，１次関数のグラフとなることを理解している。 ○
☆言語活動 ○

10 ・ 連立方程式とグラフ 関・意 連立方程式の解がグラフを利用して求められることに関心をもとうとする。 ○ ○
見・考 グラフの交点の座標を，連立方程式の解と見ることができる。 ○ ○
表・処 グラフを利用して連立方程式を解くことができる。 ○

知・理 連立方程式の解が，２つのグラフの交点の座標であることを理解している。 ○
☆言語活動 ○
・１次関数とみなすこと 関・意 式が決定するための条件を考えたり，式を求めたりしようとしている。 ○ ○
★単元開発 見・考 計算による求め方とグラフを使った求め方を関連づけて考えることができる。 ○ ○

表・処 あたえられた条件をみたす１次関数を求めることができる。 ○

知・理 あたえられた条件をみたす１次関数の求め方の手順を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ １次関数のグラフの利用 関・意 変化のようすをグラフに表して問題を解決しようとしている。 ○ ○
見・考 変化のようすをグラフに表して問題を解決しようとしている。 ○ ○
表・処 具体的な問題において，値の変化のようすをグラフに表すことができる。 ○

知・理 グラフを利用して問題を解決することができることやグラフのよさを理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ １次関数と図形 関・意 変化のようすをグラフに表して問題を解決しようとしている。 ○ ○
見・考 変化のようすをグラフに表して問題を解決しようとしている。 ○ ○
表・処 具体的な問題において，値の変化のようすをグラフに表すことができる。 ○

知・理 グラフを利用して問題を解決することができることやグラフのよさを理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ 基本の問題 1

・章の問題 A　 1

４．平行と合同 関・意 多角形の内角の和を求める方法を，既習の学習内容をもとに考えようとする。 ○ ○
・ 多角形の角の和の説明 見・考 多角形の外角の和の性質を，論理的に導くことができる。 ○ ○

表・処 多角形の内角の和や外角の和の性質を利用して，説明したりすることができる。 ○

知・理 多角形の内角を求める方法を理解している。 ○
☆言語活動 ○

11 ・ 平行線と角 関・意 筋道を立てて考えることに関心をもち，証明しようとする。 ○ ○
見・考 図形の性質をとおして，証明することのよさに気づく。 ○ ○
表・処 三角形の内角と外角の関係が成り立つわけを説明することができる。 ○

知・理 対頂角や同位角，錯角の意味を理解している。 ○
☆言語活動 ○

関・意 筋道を立てて考えることに関心をもち，証明しようとする。 ○ ○
見・考 図形の性質をとおして，証明することのよさに気づく。 ○ ○
表・処 三角形の内角と外角の関係が成り立つわけを説明することができる。 ○

知・理 対頂角や同位角，錯角の意味を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ 基本の問題 1

関・意 合同な図形に関心をもち，図形の性質を考察しようとする。 ○ ○
見・考 合同な図形について，その性質を見いだすことができる。 ○ ○
表・処 合同な図形の対応する角や辺が等しいことを，式に表すことができる。 ○

知・理 合同の意味を理解している。合同な図形の性質を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ 三角形の合同条件 関・意 図形の性質を，三角形の合同条件を使って考察しようとする。 ○ ○
見・考 三角形の合同を辺や角の条件としてとらえ，合同条件を考察することができる。 ○ ○
表・処 合同な三角形を見いだしたり，それを記号を使って表したりすることができる。 ○

知・理 三角形の合同条件を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ 証明のすすめ方 関・意 命題の表現形式に関心をもち，仮定と結論について考察しようとする。 ○ ○
見・考 図形の性質を考察し，それを証明することができる。 ○ ○
表・処 図形の性質の証明について，根拠となることがらをいうことができる。 ○

知・理 証明のすすめ方を理解していている。 ○
☆言語活動 ○

・ 基本の問題 1

・章の問題 A　 1

５．三角形と四角形 関・意 性質を見いだしたり，それが成り立つわけを考察したりしようとする。 ○ ○
・二等辺三角形の性質 見・考 二等辺三角形に関する性質を考察し，それを証明することができる。 ○ ○

表・処 図形の性質を考察し，それを証明することができる。 ○

知・理 二等辺三角形の頂角，底辺，底角の意味を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ 合同な図形の性質と
表し方

○図形の辺上を動く点によってできる図形の面
積の変化を，１次関数の式やグラフで表すこと
ができる。

1

グラフを利用する解き方を説明することができる。

角の性質を説明することができる。

内角外角の性質を説明することができる。

・ 角の大きさを求め
る方法を考えてみよう

1

3

グラフを利用する解き方を説明することができる。

○連立方程式の解を，グラフをかいて求めるこ
とができる。
○グラフの交点の座標を，連立方程式を解いて
求めることができる。

グラフの特徴を説明することができる。

○多角形の内角の和の性質や多角形の外角の和
の性質を理解し，それを利用して図形のいろい
ろな角について，その大きさを求めることがで
きる。

2

1

合同な図形の意味や性質を理解する。

1次関数の式の求め方を説明することができる。

方程式の解とグラフの解き方を説明することができる。

○１次関数のグラフをかくことができる。
○１次関数の変域の対応を調べることができ
る。

○グラフの切片や傾きをよみとって直線の式を
求めることができる。
○傾きと１点，２点の座標から直線の式を求め
ることができる。

2

3

1

ax＋by＋c＝０の形の方程式のグラフをかくこ
とができる。

方程式のグラフの書き方を説明することができる。

1次関数の式の求め方を説明することができる。

4

合同な図形の性質を説明することができる。

1

○角の大きさの求め方を，補助線や根拠となる
図形の性質を明らかにして説明することができ
る。

○具体的な事象のなかの２つの数量の間の関係
を１次関数とみなして，問題を解決することが
できる。

角の性質を説明することができる。

3
三角形の合同条件を見いだし，簡単な場合にそ
れを用いることができる。

○乗り物の動きをグラフに表し，グラフを利用
して問題を考えることができる。
○グラフから速さなどをよみとることができ
る。

1

三角形の合同条件を説明することができる。

仮定結論の説明することができる。

二等辺三角形の性質を説明することができる。

○対頂角の意味と性質を理解し，対頂角の大き
さを求めることができる。
○同位角と錯角の意味を理解し，それらを指摘
することができる。

4

3

仮定から結論を導く証明のすすめ方について理
解する。

○定義，定理の意味を理解する
○二等辺三角形の性質を理解し，それを利用し
て，二等辺三角形の底角や頂角の大きさを求め
たり，図形の性質を調べたりすることができ
る。



12 ・二等辺三角形になる 関・意 二等辺三角形になるための条件に関心をもち，考えようとしている。 ○ ○
　ための条件 見・考 二等辺三角形になるための条件について考察し，証明することができる。 ○ ○

表・処 証明において，辺や角の関係などをよみとることができる。 ○

知・理 二等辺三角形になるための条件を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ 直角三角形の合同 関・意 直角三角形の合同に関心をもち，直角三角形の合同条件を見いだそうとする。 ○ ○
見・考 合同条件をもとに，直角三角形の合同条件を見いだすことができる。 ○ ○

3 1 表・処 合同条件について，それを説明したり，その証明をよみとったりすることができる。 ○

知・理 直角三角形の合同条件を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ 基本の問題 1

・ 平行四辺形の性質 関・意 性質を見いだしたり，それが成り立つわけを考察したりしようとする。 ○ ○
見・考 平行四辺形に関する性質を考察し，それを証明することができる。 ○ ○
表・処 性質が成り立つわけを説明したり，その証明をよみとったりすることができる。 ○

知・理 平行四辺形の性質を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ 平行四辺形になる 関・意 平行四辺形になるかについて関心をもち，その条件を調べようとする。 ○ ○

　ための条件　　　 見・考 平行四辺形になるための条件を考察し，それを証明することができる。 ○ ○
表・処 条件について，そのわけを説明したり，その証明をよみとったりすることができる。 ○

知・理 四角形が平行四辺形になるための条件を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ 特別な平行四辺形 関・意 長方形やひし形，正方形の性質に関心をもち，それらを調べようとしている。 ○ ○
見・考 特別な平行四辺形の相互の関係について，考えることができる ○ ○
表・処 長方形やひし形，正方形の辺や角の性質を式で表すことができる。 ○

知・理 長方形やひし形，正方形の性質を理解している。

☆言語活動 ○

・ 平行線と面積 関・意 面積を変えずに変形できることに興味をもち，実際にやってみようとする。 ○ ○
見・考 面積が等しいことを根拠にして，図形の性質を考察することができる。 ○ ○
表・処 平行線を利用して，等積変形を行うことができる。 ○

知・理 底辺を共有し，高さが等しい２つの三角形の面積が等しいことを理解している。

☆言語活動 ○

・ 基本の問題 1 ○
2 ・章の問題 A　 1

・四分位範囲 関・意 四分位範囲や箱ひげ図に関心をもち，箱ひげ図で表して考えようとする。 〇 〇
・箱ひげ図 見・考 四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布の傾向を比較して読み取り，比較して読み取り．批判的に考察し判断することができる。 〇 〇

表・処 コンピュータなどの情報手段を用いるなどしてデータを整理し箱ひげ図で表すことができる。 〇
知・理 四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味を理解することができる。 〇

☆言語活動 〇

６．確率 関・意 偶然に左右されることがらに関心をもち，予測を立てて調べようとする。 ○ ○
ことがらの起こりやすさ 見・考 起こりうる程度にちがいがあることに気づく。 ○ ○

表・処 あることがらが起こる確率を求めたり，その求め方を説明したりすることができる。 ○

知・理 確率の意味を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ 確率とその求め方 関・意 起こりうる場合の数をもれなく効率的に求める方法を考えようとする。 ○ ○
見・考 起こりうる程度を「同様に確からしい」ことに着目して考察することができる。 ○ ○
表・処 確率を求めたり，その求め方を説明したりすることができる。 ○

知・理 確率の求め方を理解している。 ○
☆言語活動 ○

・ いろいろな確率 関・意 起こりうる程度に関心をもち，場合の数や確率の求め方を考えようとする。 ○ ○

◎単元開発 見・考 場合の数の求め方を考え，確率を求めることができる。 ○ ○
表・処 起こりうる場合の数の求め方や，確率の求め方を説明することができる。 ○

知・理 いろいろな場面で，場合の数や確率の求め方を理解している。 ○
☆言語活動 ○

3 ・ 基本の問題 1

・章の問題 A　 1
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3

平行四辺形になるための条件を理解し，それを
用いて，図形の性質を証明することができる。

総時間数

確率の意味を理解し，簡単な場合の確率を求め
ることができる。

場合の数から計算によって確率を求める方法を
理解し，簡単な場合や，場合の数を表や樹形図
から求めるなどして，確率を計算することがで
きる。

平行線の性質を利用して，面積の等しい図形を
調べたり，つくったりすることができる。

平行四辺形の性質を理解し，それを用いて図形
の性質を証明することができる。

○長方形，ひし形の定義と性質を理解する。
○直角三角形の斜辺の中点の性質を理解する。
○正方形の定義と性質を理解する。

いろいろなことがらについて，確率を求めるこ
とができる。

平行四辺形の性質を説明することができる。

平行四辺形になるための条件を説明することができる。

特別な平行四辺形の性質を説明することができる。

平行線と面積について説明することができる。

3

確率の意味を説明することができる。

四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味の理解が
できる。
四分位範囲や箱ひげ図を用いた問題解決を通し
て批判的に考察し判断することができる。

二等辺三角形になるための条件を説明することができる。

3

直角三角形の合同条件を説明することができる。

○二等辺三角形になるための条件を利用して，
図形の性質を証明することができる。

直角三角形の合同条件を理解し，直角三角形の
合同を合同条件から判断したり，図形の性質の
説明に用いたりすることができる。

3

3

3

2

2

2

2

2

いろいろな確率の求め方を説明することができる。

学力分析に基づく振返り問題，発
展問題への取組

確率の求め方を説明することができる。


